
水戸市青少年育成推進会議 検索

令和８年７月４日（土） 茨城県立図書館

　各中学校から選出された20名の優秀賞受賞者が発表を行いました。今年は県立図書館の視聴覚ホールで行い、多
くの方にご来場いただきました。緊張しつつもしっかり主張した中学生のひたむきなみずみずしい感性の言葉に、大
勢が耳を傾け色々と考えることができた貴重な時間でした。
　今回も水戸市サブリーダーズ会やみと青年会の方々もスタッフとして大会を支えてくれました。

第41回 水戸市少年の主張大会

水戸市青少年育成推進会議

水戸市青少年育成推進会議
会長　圷　哲男
水戸市教育委員会事務局教育部生涯学習課内
水戸市中央1-4-1　☎029-306-8692

私たちは、明日を担う青少年の健全な育成を図るため、市民の皆様とともに行政と一体となってきめ細かな青少年育成活動を力強く推進しています。

「踏まれても根強く耐え、そっと腰をおろせばやさしく憩わせてくれ、子どもたちを伸び伸びと遊ばせてくれる道芝」
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日
頃
よ
り
、

水
戸
市
青
少

年
育
成
推
進

会
議
の
活
動

に
対
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
大

な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速

な
発
展
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
革
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
次
代
を
担
う
青
少
年
が
豊

か
な
人
間
性
と
社
会
性
を
育
み
、

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
地
域

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
推
進
会
議
で
は
、
三
つ
の
専

門
部
会
を
設
け
、
日
々
の
「
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
や
地
域
の

安
全
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
緊

急
避
難
所
「
こ
ど
も
の
安
全
守
る

家
」
の
運
営
と
い
っ
た
地
道
な
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

「『
家
庭
の
日
』
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

と
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「
少
年

の
主
張
大
会
」、「
中
学
生
交
流

会
」
な
ど
の
多
様
な
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
学
校
や
家
庭
、
16
の

中
学
校
区
に
あ
る
地
区
育
成
会
や

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
手
を
取
り
合
い
、
き
め
細
か

な
活
動
を
力
強
く
展
開
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

明
日
の
水
戸
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
守
り
、
そ
の
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
様
と
の
強
固
な
連
携
が
不
可

欠
で
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
育
て
る
大
人
の
輪

を
、
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の

温
か
い
お
力
添
え
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

会
長
　
圷
　
哲
男

定期総会定期総会 をを開催開催
5月23日（土） 水戸市役所

決算／�収入総額	 5,147,141円�
支出総額	 4,814,299円�
差引残高	 332,842円（次年度へ繰越）

予算／�収入総額	 5,330,000円�
支出総額	 5,330,000円

収　入� （単位：円）
科　　目 令和7年度

決　算
令和8年度
予　算 内　　　容

会 費 2,837,700 2,850,000 推進会議本部会費、賛助会費
補 助 金 2,100,000 2,100,000 水戸市、水戸市社会福祉協議会
諸 収 入 46,618 47,158 預金利子、イオンギフトカード
繰 越 金 162,823 332,842 前年度繰越金
合 計 5,147,141 5,330,000

支　出� （単位：円）
科　　目 令和7年度

決　算
令和8年度
予　算 内　　　容

事 務 局 費 319,531 458,000 会議費、旅費、需用費、役務費
総 務 広 報
部 会 費 1,592,916 1,790,000 青少年指導者研修会、会報紙「道芝」の発行（年２回）、リーフレットの発行（年１回）

地 域・環 境
部 会 費 157,094 310,000

「家庭の日」絵画・ポスターと作文コンクー
ル、社会環境向上研修会、「こどもの安全
守る家」プレートの作成、標語塔の修繕

青少年社会�
参加部会費 278,678 300,000 少年の主張大会、中学生交流会、青少年若者体験活動事業
地域育成活動費 1,300,000 1,300,000 地域活動づくりの支援（16地区）
ふれあいを深める
事 業 費 1,120,000 1,120,000 実施地区へ交付

負 担 金 16,080 16,000 水戸地区青少年育成市町民会議連絡会負担金
積 立 金 30,000 30,000 記念事業費
予 備 費 0 6,000
合 計 4,814,299 5,330,000

令和７年度決算 ・ 令和８年度予算

令和８年度

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
見
守
り

�

育
て
る
大
人
の
輪
を

・総会に関する企画・
運営
・青少年指導者研修会
の開催
・会報紙『道芝』の発行
・リーフレットの発行
・賛助会員の募集

総　会

理事会

地区会長・
事務局長会議

地区青少年育成会
（中学校区単位）

関係機関・団体・
賛助会員

地区住民
（各家庭・青少年育成者）

総務広報部会
・「家庭の日」絵画・ポスター
と作文コンクールの開催
・緊急避難所「こどもの安
全守る家」事業の推進
・青少年健全育成標語
塔の補修
・社会環境向上活動
（研修会の開催、白ポスト
による有害図書等の回収）

地域・環境部会
・少年の主張大会の開催
・中学生交流会の開催
・青少年若者体験活動
事業の開催

青少年社会参加部会

水戸市青少年育成推進会議
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第41回 水戸市少年の主張大会
「優秀賞」 「佳作」

学校名 氏　名 学年 氏　名 学年

第 一 中 菊池　颯真 2 寺島　杏南 3

第 二 中 杉岡　るな 1 髙野　寧々 2

第 三 中 田中　壮汰 3 三次くるみ 2

緑 岡 中 花田　果稟 3 小磯ひかり 3

第 四 中 安村夏奈羽 3 清水　凛音 2

飯 富 中 冨安　駿仁 3 菊池ひなた 2

赤 塚 中 海野　陽咲 3 齊藤恵里沙 2

第 五 中 渡邉　美結 1 小幡星寧光 2

見 川 中 小泉　涼華 3 小川　桜華 3

双 葉 台 中 下山　翔瑠 3 富田　　葵 3

「優秀賞」 「佳作」
学校名 氏　名 学年 氏　名 学年

笠 原 中 石島紗英子 3 渡邉絵莉奈 2

石 川 中 鈴木　偉心 2 昆野　結菜 2

千 波 中 中村　心菜 3 石﨑　楓乃 1

常 澄 中 吉川　侑那 2 菅野陽茉莉 1

内 原 中 皆川　陽咲 3 谷津　　和 3

国 田 義 務 教 育 公文　　樹 9 佐藤　世那 9

茨城大学教育学部
附 属 中 飯塚　由織 2 山岡正太郎 1

茨 城 中 和田英志郎 3 堀江　眞央 2

茨城朝鮮初中高級 金　　善徳 3

水戸第一高等学校
附 属 中 三村　　楓 1 大和田悠真 1

市HP、Youtubeチャンネルで配信します。
（9月中旬以降公開予定）

　12年前に創立30周年を記念して、水戸市教
育委員会後援で「小・中学生英語スピーチ大会」
を始めました。私たち大人は次世代の青少年
を育成することも重要な役割と考えています。
　出場者は毎年、10名前後で、審査員は４名

（外国人３名・日本人１名）ですが、学年が異な
るので順位はつけず、終了後に審査員用紙を
持ち帰って家族団らんに活用してもらってい
ます。「世界平和」「未来を守る」等の幅広い視野を備えた小・中学

生の様々な発表に驚いているとともに感銘を受けています。スピー
チ終了後には、「私が好きなスポーツ」（The sport I like best）と「私
が好きな食べ物」（The food I like best）の内容で審査員と円陣に
なり自由に話し合う時間を設けていますが、積極的にはつらつと
自分の意見を理路整然と述べる姿は頼もしく感じられます。
　英語で「Think globally, act locally」という表現があります。次
世代を担う小・中学生が国際的な大きな視野を持ち続けて、地道
に活動してほしいと願っています。小さなことの積み重ねが、大
きなうねりになり住みよい社会になると信じています。これから
も、青少年の健全な育成に少しでも役立つ活動を続けていきた
いと考えています。
　　茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ（WYCCI）

副会長　谷萩　紀行

応募総数
2,230点

雨やどり、体調不良、ケガ、トイレや
給水など困った時に利用してください。

“子どもの緊急避難所”

問い合わせ先　　　　　　　　　

水戸市生涯学習課
TEL 029-306-8692（直通）
FAX 029-306-8693
Eメール：
seisyounen@city.mito.lg.jp

こどもの安全守る家に
登録しませんか

㉒

次世代を担う青少年育成
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二
中
学
区

わ
た
し
た
ち
の
地
域
⑯

　

二
中
学
区
は
街
中
に
あ
る
五

軒
、
三
の
丸
、
柳
河
の
三
小
学
校

に
な
り
ま
す
。

　

二
中
学
区
青
少
年
育
成
会
で
は

地
域
・
保
護
者
・
学
校
が
連
携
を

図
り
、
児
童
・
生
徒
の
よ
り
安
全

且
つ
健
全
育
成
の
為
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
の
行
事
へ
の
参
加
・
協
力
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

〘
総
務
広
報
部
会
〙

　

会
報
紙
の
二
中
育
成
会
だ
よ
り

を
発
行
し
、
活
動
の
様
子
を
伝
え

て
お
り
ま
す
。

〘
地
域
・
環
境
部
会
〙

　

水
戸
黄
門
ま
つ
り
花
火
大
会
後

翌
朝
に
桜
川
付
近
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〘
青
少
年
社
会
参
加
部
会
〙

　

児
童
・
生
徒
合
同
交
流
会
を
行

い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
学
校

体
験
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
五
軒
サ
マ
ー
ナ
イ

ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
柳
河
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
、
水
戸
学
文
化
祭
な
ど
が

開
催
さ
れ
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
・
児
童
で
の
大
手

橋
プ
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
芸
術
館

で
毎
年
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
良
い
経
験
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

見
え
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
と
連

携
・
協
力
し
て
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 （�

二
中
学
区
青
少
年
育
成
会

会
長　

齊
藤　

佳
昭
）

青少年育成推進会議運営に
ご協力をお願いいたします。

青少年育成推進会議の活動資金
会　　費：1世帯150円のうち
　　　　　  50円　推進会議本部へ
　　　　　100円　地区青少年育成会へ
賛助会費：個人１口　　　　1,000円
　　　　　団体・法人１口　5,000円

【振込先】　�常陽銀行　水戸市役所支店　 
普通預金　６１２０６５５ 
水戸市青少年育成推進会議 
会長　圷　哲男

　本推進会議の活動にご協力を賜り、会
員、賛助会員及び町内会・自治会の皆様
に深く感謝申し上げます。
　多くの皆様に賛助会員としてご加入い
ただき、さらに本推進会議の活動にご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

　
「
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
聞
き
な

れ
な
い
言
葉
か
と
思
い
ま
す
が
、
子

ど
も
や
若
者
の
人
権
、
安
心
・
安
全

を
守
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
を
広
く
皆
様
方
に
も
知
っ
て
い

た
だ
き
、
青
少
年
の
育
成
活
動
が
よ

り
充
実
す
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
広
報
委
員
一
同
）

編 

集 

後 

記

イオン水戸内原の『幸せの黄色いレシート』で
本推進会議の活動を応援してください。

《参加方法》

毎月11日
にイオン水戸内
原でお買い物を
すると黄色いレ
シートが発行さ
れます。

イオン水戸内
原に設置してある

「水戸市青少年育
成推進会議」の箱
に黄色いレシート
を投函します。

投函され
たレシートの
合計金額の１％
分が本推進会
議に寄贈され
ます。

花火大会後の清掃ボランティア活動

　本推進会議は、「子どもと若者のセーフガーディング・ポリ
シー」を定め、それに沿った行動規範により育成活動を行います。
子どもたちに下記のような約束をします。

こどもたちへのやくそく

子どもと若者の
セーフガーディングの方針を決めました

ひどい言葉で
バカにしたり
どなったり
しません。

個人の連絡先を
教え合ったり、内緒で
こどもと会ったり
しません。

同意を得ずに
写真や動画を
撮ったり使ったり
しません。

閉じられた場所で
こどもと二人きりに
なりません。

勝手に体をさわったり
性的なことをしたり
言ったりしません。

えこひいきや
差別をしません。
無視もしません。

こどもたちの
意見や気持ちを
大切にします。
もしも

いやな気持ちになったり
困ったりしたときは
みなさんの近くにいる

スタッフに
相談してください。

毎月
11日

1 2 3
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